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入射器の運状況と概況 運転統計

・J-ARC部でビームロス
 　⇒ビームスタディからビームが四極磁石の中心を
　　 通らないことが判明　
　⇒詳細な位置測定からミスアライメントが判明
　　　現在修正作業中

レーザーフォトカソード電子銃からのビーム（0.1 nC)
を下流まで通した様子（図は J-ARC まで）
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疑似進行波型 RF電子銃
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2013年 9月から疑似進行波型の RF 電子銃を用いた低エミッタンス
大電流の電子ビームを用いてコミッショニングを開始する。
陽電子ビームは 12 月初旬までにビームラインの設置工事を終え、
12 月からコミッショニングを始める予定である。
現在 KEKB とビームラインを共有している PF-AR は KEKB と
入射を両立できない問題があるため、新たに PF-AR への直線入射路
の建設を進めている。

今後の予定

・分解能 10 µm以下を目標に BPM
  ( ストリップライン型）の読み出し
  システムを開発 ⇒ 7µm(Libera 改良）
　　　　　　　　   10µm(KEK 開発）

・He-Ne レーザーとフィードバック
  システムを用いたシステムを開発
 　⇒500 m 先で±40 µmの安定度達成
　 

・Flux Concentrator（FC）の開発、製作
・陽電子ビームラインオプティックス設計
　陽電子捕獲部： FC+LASx4 with DC Sol.
    加速管はダンピングリグ中のサテライトバンチの増加抑制
    のため L-band（2856x5/11=1298 MHz) を採用予定であった
　が、S-band でも加速勾配を 14MV/m以上にすれば十分抑制
　可能であることが分かったため大口径 S-band(LAS) を採用
　 

レーザーシステム：
Ybファイバー発振器＋増幅器
・パルスエネルギー 1mJ
・中心波長 258 nm
・51.98 MHz でロック
　（S-band と同期）
・縦、横方向のパルス構造の操作
　⇒カソード近傍での空間電荷
　　効果の抑制と加速管中での
         Wakefield によるエネルギー
　    分散、エミッタンス悪化の
　    抑制

維持・改善

A1 レーザー室（新設）

加速管カプラー部からの
水漏れの様子

e・E  =11 MeV@Gun Exit 
・ Emittance: 5.5 mm mrad @ 5 nC 

ビーム制御

陽電子生成 アライメント

故障率は平年並みであるが 2011 年以降の入射遅延が減少している。これは SuperKEKB
への入射がなくなり、2.5 GeV の PF、3 GeV の PF-AR への入射のみでビームのエネルギー
マージンが増したためにスタンバイ状態のクライストロンが増えたことが理由と考えられる。
故障の中では、2012 年 11 月に加速管の冷却水漏れの影響が大きかった。RF トリップは
2011 年から増加しているが、VSWRインターロックが主であり震災による加速管の大気暴露
により加速管中での放電が増えたことが原因と思われる。
2011 年度は主に下流側、2012 年度は上流側のコンディショニングを行っている。

故障、入射遅延率と RTトリップの頻度

RF トリップは復旧時のコンディショニング
中のデータも含んでいる
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・A セクターの熱陰極DC電子銃を廃止
　⇒Ir  Ce カソードを用いたDisk and Washer 型のレーザーフォトカソード導入
　⇒9月から疑似進行波型の RF 電子銃へ変更（高電荷対応）

ビームロス診断、ワイヤースキャナ
　・ビームロス診断用に光ファーバーを増設
　・ワイヤースキャナの信号を PMTから光ファイバーに変更⇒S/N の向上
ビーム制御
　・トリガータイミングシステムの簡素化（古い冗長な回路を廃止）
　・ネットワークシステム更新
　・WebSocket を用いたよりリアルタイム性の高い制御システムを構築

KEK 電子陽電子入射器では震災後からこれまで全 8セクターのうち、下流側の
３セクターを使い放射光施設 PF, PF-AR へのビーム供給を行っている。これと
同時に上流側では SuperKEKB のためのアップグレードを行っている。
PF, PF-AR へのビーム入射は第 3セクターに設置されたDC電子銃を用い、
2012 年度は計 5331 時間の運転を行った。
上流部では復旧の遅れていた損傷した架台の修復、強度増強を行い、SuperKEKB
へのアップグレードのための電子銃やアライメントシステムの開発・試験を行って
きた。2012 年 11 月には、上流部復旧の途上ではあったが、入射器全体の健全性
確認のため、AセクターDC電子銃を用いたビーム試験を行い、最上流から最下流
までのビーム輸送を震災後初めて確認した。この後、最上流部の Aセクターでは
これまで使用してきたDC電子銃下流のバンチャーを取り外し、新たにDisk and 
Washer 型のレーザーフォトカソード RF 電子銃を導入した。

運転時間と故障率（使用していない機器を含めた入射器全体）

高周波源
　・クライストロン 60 台中 24 台を使い運転（PF, PF-AR）
　・経年劣化による冷却配管の水漏れ、クライストロン内部の真空悪化による放電
　・PFNコンデンサの長期電圧加速試験→使用条件の違い、設計の違いの影響の理解
　　⇒事前の不具合予測、予備部品の確保
電子銃・ビーム輸送
　・AセクターのバンチャーをDisk And Washer 型の RF 電子銃に変更
　・ダンピングリング入射・出射路新設作業に関する放射線レベルと遮蔽性能確認のための
　　施設検査を行った
　・上流部の復旧＆A１電子銃からのビームを最下流まで通す


